
ローマ世界

前1000年頃

前6世紀末

ラテン人の一派 ローマ人
テイベル川のほとりに都市国家建設

ローマ.

みにリア人の王を追放→共和政へ、

元老院・・・貴族の会議 実質的な支配者

t指導

コンスル（執政官）・・最高官職'任期1年、2名

I
貴方先（パトリキ）から選出

・平民（プレブス）
-重装歩兵として国防に重要な役割を果たすように.

→貴族による政権独占に不満

⇒身分闘争へ

。

前5世紀前半

護民官、平民出身、元老院、コンスは決定に拒否権を行使できる.

平民会...平民だけの民会.設置（

前5世紀半ば
十二表法...慣習法は初めて成文化 市民法：ローマ市民権の所有者のみに

適応される法

2 月、1367年 リキニウス・セクスティウス法
コンスImうち1人は平民から選ばれるように、

ホルテン沙大法
元老院の認可なしに、平民会の決議が通-2人の国法となることに.

→平民と貴族の政治上の権利は同等に、

平民が参政権を得るが・・・・官職に就くには一定額以上の財産が必要

、従来の貴族t一部の富裕な平民が新たな支配層に.

・ 実質的に元老院が指導権を持ち続ける。元老院議員は終身制

・財数的に豊かなグループから投票、過半数になったら終ろ

前が汗

n 非常時には独裁官（ディクタトル）が独裁権を行使.

→ギリシア民主政とは大きく異なる。 経済上の格差=政治上の権利の差.

全イタリア半島を支配し前→2年） 戦争を進め、征服地域支配のため
前3世紀前半

中小農民の重装歩兵を軍事力の中核に、
元老院が指導

分割統治
個別にローマと同盟.それぞれ異なる権利と義務

→被支配者の団結と反抗を予防

服属した住民の一部にローマ市民権を分け与えて従わせる
→広い領域を支配可能に.

3回にわたるフェニキア人植民市カルタゴとの
衝突

前264-前146 ポエニ戦争

かが将軍
ハンニ（いししスキピオら v9

win!

前2世紀半ば マケドニア、 ギリシア諸ポリスも支配

→地中海全体をほぼ制覇

その頃ローマ本国では・・・ →深刻な変イと

中小農民・・・長期の戦争に出征、農地が荒廃、没落

→ローマに流入
属州から大量に輸入される安い穀物で生活

⇒ローマ支配の恩恵
より征服戦争を望む

元老院議員...属州を統治

騎士階層...属州の徴税請負
（エクィテス）

）→属では広大で莫大な富

農民が手放した農地を買う

戦争捕虜である奴隷を使った
大土地所有制（法にディア）
による大規模農地経営

⇒征服戦争を望む.
戦争拡大
経済格差が拡大

市民の平等、
共和制の土台ゆらぐ

貧富の対立が激化

閥族派 vs

元老院

前2世紀後半

⇒

平民派

騎士、無産市民

前133年

前123・ 122年 グラックス兄弟 護民官

農民の没落による軍事力低下に危機感
大土地所有者の土地を没収、無産市民に分配しようとする.

→大地主の反対で失敗、

兄：殺害、弟：自殺

有力政治家、庇護民を多く抱え、彼らを使って互いに争うように.

⇒内乱の1世紀へ.

前1世紀
マリウス（平民派）vs スラ（閥族派）

有力者が無産市民を集めてつくる私兵を率いて争う.

同盟市戦争
a同盟市がローマ市民権を求めて反乱2 月'191 -前88

前73～前71 スパルタクス...
の反乱

⇒内乱は頂点に

見世物に使われた剣闘士が大反乱

前60年 第1回三頭政治 ポンペイウス、カエサル、

私的な政治同盟を結んで元老院と閥族に対抗、政権を握る。

カエサル・・・ガリア遠征に成功、指導権を獲得、ポンペイウスを倒す

全土を平定

クラッスス

前46 カエサル、
連続して独裁官に.社会の安定化に努める。大人気。

しかし、元老院を無ネ見て王になりそうに

カエサル、 元老院共和派のブルトゥスに暗殺される。

再び政治が混乱

前44

前43 第2回三頭政治 アントニウス、レピドゥス（がけい部下）、オクタウィアヌス（がけい養子）

政治同盟で閥族派をおさえる

アクティウムの海戦
オクタウィアヌス vs アントニウスwithクレオパトラ（プトレマイオス朝）

win! t
ローマの属州に、

地中海平定。 内乱終結

オクタウィアヌス、 アウグストゥスに 尊厳者、元老院から称号をもらう。

以前からあった官職全てと
帝政時代へ. 属州の統治権は残した

元老院など共和政の「制度を尊重

市民の中の第一人者（プリンケプス）を自称.

→実際はほとんど全ての役職を兼任。全政治権力を手中に、

二元首政（プリもパトウス） 事実上の皇帝独裁

前31

前

以降約200年間 「ローマの平和」（パクス=ロマーナ）

五賢帝の時代 ネルウァ、 トラヤヌス、ハドリアヌス、アントニヌス=ピアス
マルクス=アウレリウス=アントニヌス

96～18

ローマの最盛期

・ ローマ風の都市、道路が水道と共に国境近辺まで建設.

都市文化が浸透。
ロンドン、パリ、ウィーン →のちの近代都市.

ロンデイウム に祛ア ウィンドボナ
・ 都市を通して属州を支配

上層市民...ローマ市民権を与えられるかわりに帝国支配に貢献.

属州下層民...ローマ支配の下、重税に苦しみ、

トラヤヌス帝のとき令は最大に. 北：イギリス南北アフリカ東メソポタミア西・イベリア半島

ローマ市民権の拡大を徹底.

3世紀

軍人皇帝の時代へ

帝国のまとまりくずれる。
各属州の軍団が独自に皇帝を立てて元老院と争う。

短期間に多数の皇帝が即位しては殺害される

異民族の国境侵入しゲルマン人、ササン朝）

）→戦乱やまず分裂の危機

社会の仕組みも変化

内乱と異民族の侵入に対する軍事力増強→都市に重税.
経済的に弱まる。
特に西方.

上層市民→都市を去って田園で大所領を経営する者も.

小作制（コロナトゥス）

に貧困化して都市から逃げ出した下層市民などを

小作人（コロスス）としても動かせる.

⇒うティにディアにとっ2かわる.

284年 デイオクレティアスス帝 即位

四帝分治制（テトラルキア）... 帝国を東西に分割。それぞれの正帝・副帝
の2人 が統治

→政治的秩序回復

軍の兵員増員、徴税の仕組みを新しく
→分裂の危機取りあえず回避

・ 専制君主政（ドミナトウス）へ...皇帝を神として礼拝させる
キリスト教を迫害

コンスタンティヌス帝
「キリスト教を公認
313年ミラノ勅令
- 軍隊をさらに増強→帝国支配を安定させようとする

。 コロススをITCにしばりうけて科397を石隺保

. 下層民の身分や職業を世襲化

コンスタンティヌス帝、ビザンティウムに新たな首都建設

コンスタンティノープルと改称

巨大な官僚体制
官吏の力が強大に、 皇帝が官吏を使って帝国を専制支配.

→官僚制を土台とした階層社会に、

官吏としての出世を望むようになる

⇒ポリス以来の市民の自由が失われる.

帝国の統一をはかる.

330年

膨大な数の軍隊と官僚を支えるための重税

→属州の反乱をFBC.

375 ゲルマン人の大移動→帝国内部が混乱
帝国分裂は不可避

395 テオドシウス帝

帝国を分割して2子に分け与える.

I
西ローマ帝国
首都：ローマ

ゲルマン人の侵入で混乱

、

東ローマ帝国（ビザンツ帝国）
首都：コンスタンティノープル

都市経済が比較的健全

～1453年

476 西ローマ帝国滅亡
ゲルマン人傭兵隊長オドアケルにより
皇帝が退位させられる.

キリスト教

ローマ文化・生活

1世紀@パレスチナ
支配層

.が「教祭司
パリサイ派

、、、 律法の実行を重んじる

）-ローマ支配を受け入れる

→貧困に苦しむ民衆に応えない

⇒民衆は救済を求める.

イエス
前4年頃誕生

7年
MM派を形式主義と批判

神の絶対愛→貧富の差なく及ぼされる
祭司&

.

「隣人愛

- 神の国の到来と最後の審判

イエスを救世主（メシア、ギリシア語でキリスト）と信じて

民衆が従うように

30年頃 イエス、 処刑される

祭司、 パリサイ派がローマに対する反逆者として総督ピラトに訴えた。

その後 弟子たちの間に復活

→十字架上の死す人間の罪をあがなうための行為だったという信仰が生まれる。

⇒キリスト教成立

ペテロ、パウロらの使徒による伝道活動開始

パウロ...神の愛は異邦人にも及ぶ
→ローマ帝国各地に布教

教会を小アジア・シリア・ギリシア・ローマにつくる.
3世紀頃

まで 社会的弱者を中心に広がる。
L女性、奴隷、下層市民

上層市民にも信徒がみられるように.

. 新約聖書がギリシア語のコイネーで記される.

帝国全土に

当時のローマ=多神教、 皇帝も神の1人

皇帝崇拝儀礼
^

キリスト教・唯一絶対神を信仰

国家祭儀に参加しない。

反社会集団とみなされる.

64年 和帝の迫害

303年 デイオクレティ双文帝の大迫害

激しい迫害 それでも拡大

→これを禁じれず帝国の統一が維持できない

313年 ミラノ勅令 byコンスタンティヌス帝

キリスト教を公認

324年 コンスタンティヌス帝 全国統一.

>キリスト教公認は全帝国へ。

皇帝の保護を受けて勢力を11申ばす.

教義をめぐる論争
325年 二ケーア公会議 byコンスタンティヌス帝

正統「アタナシウス派・・・ キリスト二神

異端：アリウス派・モリスに人間

ユリアヌス帝「背教者」
'多神教の復興をくわだてるが失敗

テオドシウス帝

アタナシウス派を国教に.他は厳禁

→のちの三位一体説、正統教義の根本

4世紀後半

392年

キリスト教と国家権力が結びつく

→聖職者の身分確立.教会の組織化進む.

ゲルマン人の中に広まる.

431年 エフェソス公会議

ネストリウス派： キリストの神性と人性を分離して考える.

異端とされる.が

→ササン朝を経て唐代の中 に伝わり景教と呼ばれる

ローマ法 Iリウス暦
r

実用的文化にすぐれる -土木・建築

-地中海のすみずみまでギリシア・ローマの
古典文化を広めた. -ローマ字

ラテン語_近代まで国際的な公用語だった.
教会学術

浴場.凱旋門、
コロッせウム、パンテオン、アッピア街道

闘技場 道路、水道橋.

享楽的な都市文化

「パンと見世物」
多民族を支配 私が従う普遍的な

法律が必要に

市民法から'
-万民法

現在の7と「プリウス歴の起源

ユスティニアヌス帝が編纂させた。
ローマ法大全。by トリボン双ス

精神※川沖の模倣

文'学-ホラティウス
-オウィディウス

カエサル8ガリア戦記。

ウェルギリウス9て私で
綝

弁論

ズラ感嚩う

では

在

e-2 パス

"に26タキトゥス

、ポリでオス

正麤
プルタルコス

哲学-ストア派哲学-道
徳哲学-Iピクテは

マルクス=アウレリウスとアンにスパ自省録。セネカ，

自然科学

プトレマイオス-天動説

プリニウス・博
物誌。

多神教・宗教

帝政期'

ミトラ教
た教

最終的に
キリスト教

帝政末期

エウセビオス

もの77

-毈
でが

ちの神学
の、

教義の確

越
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立に努める.

古代イタリア人
北方からイタリア半島へ

前8-前7c 中・北部 エルトリア人 vs 南部ギリシア人

前7～蓏、 民族系統不明
な業・交易で繁栄
宗教建築で影響

軍道（アッピア街道）ができた

☆ポエニ戦争の経過

第1回 （前264～前241）
ローマ勝利 シチリア島獲得 ローマ最初の属州

第2回 （前218-前201）
かゆでのハンニバルイタリア本土に侵入

前216年 が東一の戦い ローマの重装歩兵団全滅
ローマ最大の危機！

ローマ将軍スキピオが加が上陸

前202年ザマの戦いでローマが勝利
ヒスパニアがローマ領に

第3回（前149-前146）

かい7ゴが復興したので大した理由もなく仕掛ける.

二度とローマの脅威にならTheように.

前146 カルタゴ減と

カルタゴ降伏 無産市民化

→イタリア半島内の全都市の
自由民に市民権

前53年
パルティアとの戦争で死去

「季節風を利用した

⇒ 世界帝国へ.

.商業活動の発達

季節風貿易⇒中国、東南アジア、インドから絹、香辛料がもたらされる.

カラカラ帝・・・ 帝国の全自由人にローマ市民権を与える。 アントニヌスの勅令212年

マルクス= アウレリウス=アントニヌス帝の治世末期

-財数のいきづまり ・ パルティア、ゲルマン人の侵入
。 経済不振

地中海～紅海～インド洋を
結ぶ交易圏

392年
・キリスト教を国教化.

〈古代ローマ帝国滅亡の原因>

し ローマ帝国軍の変質・弱体化→ゲルマン人の侵入を防げず、

②商業や都市が衰えた.

3 うたにディア経営が行き詰まった。

'幸福論。

対比列伝0

紕

ネルム（中央広場）

30歳前後でヨハネに洗礼を受ける.

逃れるためにカタコンペ（地下墓所）で礼拝

両派の
エウセビオス...間に立っ

0教会史。

451年 カルケドン公会議

はスには神性のみがあって人性はない」とする

単性論派は異端とされる.

→アタナシウス派のが正京充として確立.

0は自録。

0神の国。


